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１．研究計画の概要 
(1)本研究の目的は、カメムシの成虫休眠とそ
れをもたらす光周性について、光入力から卵
巣発達の抑制にいたる、中枢神経系および内
分泌系による制御機構を細胞レベル、分子レ
ベルで明らかにすることである。 
(2)光周性のための入力部分である複眼の中
央部分の個眼から中枢への神経連絡と、その
中枢の光周性・休眠における役割を明らかに
する。 
(3)脳内の概日時計の位置をつきとめ、その存
在および概日時計遺伝子の発現が光周性・休
眠に及ぼす影響を調べる。 
(4)脳側方部ニューロンによるアラタ体のJH 
合成活性の調節機構を明らかにする。 
(5)血リンパ中のJH 濃度と休眠の関係を明ら
かにし、JHによる標的遺伝子の発現を調べる。 
(6)これらの結果として、光周性・休眠のしく
みにおける入力から出力までを中枢神経系の
どこで、どんな分子がどのようなしくみで行
っているのかを明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)光入力部位から中枢への神経連絡につい
ては、現在のところ明らかになっていない。
その理由として、複眼から中枢への染色方法
に問題があると考えられる。 
(2)ホソヘリカメムシにおいて脳内の概日時
計の候補としてpigment dispersing factor
の抗体に反応する神経細胞に注目して、除去
実験を行い、光周性と概日リズムにどのよう
な影響が出るかを検討している。  
(3)ホソヘリカメムシの雌雄の成虫において、
概日時計遺伝子であるperiod、cycle、さらに
哺乳類型cryptochromeの発現をRNA干渉法に
よって抑制すると、光周性とクチクラ形成の

概日リズムの両方に影響することが明らかに
なった。そしてperiodあるいは哺乳類型
cryptochromeの発現を抑制するのとcycleの
発現を抑制するのでは、光周性、概日リズム
のいずれにおいても反対の結果が得られた。
これらの結果は、cycleを促進因子、period
と哺乳類型cryptochromeを抑制因子としても
つフィードバックループからなる概日時計が
光周性に関与することを示しており、これま
で不明であった光周性に関与する概日時計の
分子機構が明らかになりつつある。 
(4)チャバネアオカメムシのアラタ体が合成
する幼若ホルモン分子の同定に成功した。こ
の情報をもとに、ホソヘリカメムシの幼若ホ
ルモン分子の同定を試みているが、生産量が
予想以上に低かった。そのため、分析がより
容易なチャバネアオカメムシにおいて、アラ
タ体を培養し放射化学アッセイ法を用いて幼
若ホルモン合成量を測定し、条件および卵巣
ステージごとの合成量を明らかにした。さら
に、脳との共培養の結果から、短日条件下で
脳がアラタ体の幼若ホルモン合成を液性経路
で抑制している可能性が示された。 
(5)チャバネアオカメムシの血リンパ中の幼
若ホルモン分子を検出する方法を確立した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 光周性に関与する概日時計の分子機構の
研究については、当初の予想を大きく超えて
進展した。ホルモン分子の関係する部分では、
対象とする種を変えざるを得なかったが、長
年不明であった幼若ホルモン分子が同定さ
れ、ほぼ当初の計画通りに進んでいる。光入
力関係がやや遅れていることを考慮して、②
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に該当すると判断した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 光入力部位から中枢への神経連絡につ
いては、神経染色に用いる分子を工夫するな
どして問題点を解消する。 
(2)光周性に関与する概日時計を神経細胞レ
ベルで同定し、それらの細胞における時計遺
伝子発現の変動を調べる。 
(3)チャバネアオカメムシにおいて、短日条
件下で脳が分泌してアラタ体の幼若ホルモ
ン合成を抑制する細胞群を明らかにする。 
(4)さまざまな条件の成虫の血リンパ中の幼
若ホルモン濃度を測定して比較する。 
(5)以上の結果をとりまとめて論文を発表す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
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